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懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
5

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O五
年
二
月
二
八
日
発
行
)

龍
野
文
庫
蔵
懐
徳
堂
関
係
文
献
簡
介
(
二
)

筆
者
は
先
に
、
龍
野
市
立
歴
史
文
化
資
料
館
(
龍
野
文
庫
)
蔵
の
三
木
家
旧
蔵
資
料
若

干
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
(
「
龍
野
文
庫
蔵
懐
億
堂
関
係
文
献
簡
介
(
こ
」
、
『
懐
穂
堂

セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O
四
)
、
同
館
に
よ
る
と
こ
れ
ら
の
出
所
で
あ
る
「
三
木
家
」
に

つ
い
て
は
未
詳
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
前
稿
に
お
い
て
は
、
「
弐
木
架
」

の
印
記
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
が
三
木
通
深
(
一
八
二
四

1
一
八
五
七

年
。
福
崎
町
辻
川
の
三
木
家
第
七
代
当
主
)
に
か
か
わ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど

め
た
が
、
後
に
三
木
家
の
旧
蔵
書
目
『
観
生
堂
蔵
書
目
録
』
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
同
家
に
『
彫
晶
篇
』
『
彫
晶
後
篇
』
な
ど
の
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た

同
家
旧
蔵
の
「
中
井
蕉
園
先
生
文
集
写
本
全
一
冊
」
が
早
く
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
確
認
し
得
た
。
『
中
井
蕉
園
先
生
文
集
』
と
は
す
な
わ
ち
、
前
稿
で
報
告
し
た

龍
野
文
庫
蔵
『
懐
徳
堂
上
梁
文
』
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
推
測
が
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と

に
意
を
強
く
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
三
木
家
に
よ
る
と
、
第
二
次
大
戦
後
の
混

乱
期
に
同
家
か
ら
多
数
の
資
料
が
流
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
龍
野
文
庫
の
コ
ニ

木
家
旧
蔵
」
資
料
に
は
昭
和
三
四
年
の
受
入
印
を
有
す
る
も
の
が
あ
り
、
時
期
的
に
も

適
合
す
る
も
の
と
=
云
=

さ
て
『
龍
野
文
庫
図
書
目
録
』
(
以
下
「
龍
野
目
録
」
と
称
す
)
に
は
、
「
三
木
家
旧

蔵
」
資
料
と
し
て
十
二
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
前
項
で
は
三
点
の
み
紹
介
し
た

が
、
本
稿
で
は
残
る
九
点
を
簡
単
に
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
同
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る

目
録
二
点
の
翻
刻
・
紹
介
な
ど
も
試
み
て
、
大
方
の
参
考
に
供
し
た
い
。

井

上

了

『
龍
野
誌
』

(
『
龍
野
目
録
』

一O
O
頁
(
川
)
1
)

仮
綴
一
冊
。
無
界
無
罫
九

1
一
O
行
不
定
字
紗
本
。
三
木
家
旧
蔵
一
号
。

内
題
な
し
(
冒
頭
に
置
か
れ
た
目
録
に
は
「
龍
野
志
目
録
」
と
あ
る
)
。
外
題
「
龍

野
志
」
。
印
記
「
丸
山
」
を
有
す
が
、
紗
者
や
旧
蔵
者
は
未
詳
。

本
資
料
は
龍
野
の
地
方
志
で
あ
り
、
「
第
一
郡
郷
附
村
名
」
よ
り
「
第
十
二
土
俗
」

に
至
る
十
二
篇
。
「
第
十
三
」
「
第
十
四
」
は
目
の
み
で
本
文
を
欠
く
。

本
資
料
の
末
尾
に
は
「
カ
川
隆
」
な
る
人
物
に
よ
る
「
比
本
あ
や
ま
り
多
し
」
「
改

正
せ
し
む
べ
き
也
」
な
ど
の
打
書
が
あ
り
、
未
定
稿
の
段
階
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
龍
野
文
庫
に
は
他
に
も
同
名
資
料
数
部
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る。
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『
中
井
竹
山
社
倉
私
議
』

一O
O
頁
(
川
)
2 

(
『
龍
野
目
録
』

和
一
冊
。
四
周
双
辺
九
行
不
定
字
紗
本
。
養
中
堂
用
筆
。
三
木
家
旧
蔵
二
号
。

内
題
「
社
倉
私
議
」
。
外
題
「
社
倉
私
議
全
」
。
一
二
木
通
深
の
印
記
と
「
天
保
十
有

二
載
歳
次
辛
丑
三
月
上
潮
九
日
写
三
木
尚
子
有
父
」
の
識
語
を
有
し
、
通
深
が
紗
写
し

た
も
の
で
あ
る
。

な
お
『
社
倉
私
議
』
に
つ
い
て
は
「
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ
」
(
『
大

阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
一

T
二
、
平
成
一
四
年
)
三
八
頁
の
解
題
を
参
照
。



こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
末
尾
に
「
附
録
」
と
し
て
「
社
倉
之
事
」
を
付
し
て
お
り
、
こ

の
点
に
お
い
て
は
木
活
本
に
似
て
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
上
野
精
一
旧
蔵
紗
本
(
受
入
番

号
「
二
九
一
六
三
」
)
に
似
な
い
。
た
だ
し
本
資
料
が
木
活
本
の
誤
植
を
承
け
て
い
な

い
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

な
お
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
特
別
展
図
録
『
龍
野
と
懐
徳
堂
』
(
龍
野
市
立
歴
史
文
化

資
料
館
、
平
成
十
二
年
)
三
六
頁
お
よ
び
八
五
頁
の
解
説
に
詳
し
い
。

『
中
井
雇
軒

雇
軒
後
間
』

3 

一O
O
頁
(
別
)

(
『
龍
野
目
録
』

和
一
冊
。
三
木
家
旧
蔵
三
号
。

内
題
「
履
軒
数
聞
」
。
外
題
「
履
軒
数
間
単
」
。
三
木
通
深
の
印
記
を
有
す
る
が
、

紗
者
は
未
詳
。

な
お
『
履
軒
数
聞
』
に
つ
い
て
は
「
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ
」
一
一

二
頁
の
解
題
を
参
照
。

竹
島
箕
山
紗
本
(
懐
徳
堂
文
庫
蔵
書
票
「
懐

m」
)
は
、
履
軒
自
筆
本
(
懐
徳
堂
文
庫
受

入
番
号
二

O
五
O
三
一
」
)
末
尾
の
「
慶
長
年
間
黄
金
一
枚
ノ
値
」
以
下
を
欠
く
が
、

本
資
料
は
こ
の
部
分
を
正
し
く
録
し
て
お
り
、
ま
た
自
筆
本
で
は
挟
込
紙
に
記
さ
れ
て

い
る
「
中
国
之
民
和
一
安
楽
1
害
於
其
政
者
」
も
本
文
と
し
て
紗
し
て
い
る
。
本
資
料

は
、
竹
島
本
よ
り
も
自
筆
本
や
中
条
若
処
紗
本
(
懐
徳
堂
文
庫
蔵
受
入
番
号
「
一

O
三
O
O

八
九
八
四
九
O
」
本
や
筆
者
家
蔵
本
)
な
ど
に
近
い
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
言
え
よ
う
。

な
お
龍
野
文
庫
に
は
他
に
一
本
の
『
履
軒
数
開
』
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
(
『
龍
野
目
録
』

四
六
頁
)
が
、
こ
ち
ら
は
竹
島
本
に
近
い
鈴
本
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

『
中
井
履
軒

奥
誤
接
』

(
『
龍
野
目
録
』

一O
O
頁
(
川
)
4 

和
一
冊
。
四
周
単
辺
九
行
二

O
字
紗
本
。
三
木
家
旧
蔵
四
号
。

内
題
「
典
護
接
」
。
外
題
「
典
謀
接
全
」
。
三
木
通
深
の
印
記
を
有
す
る
が
、
紗
者

は
未
詳
。

『
典
諜
接
』
に
つ
い
て
は
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
二

O
O
五
』
(
大
阪
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書
、
研
究
代
表
者
湯
浅
邦
弘
)
四
二
頁
の
解
題
を
参
照
。

懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
履
軒
自
筆
本
(
『
七
経
隣
題
客
』
本
、
受
入
番
号
「
七
八
九
O
八
円
、

複
製
本
ご

O
三
O
O
八
九
六
三
七
九
」
)
の
ほ
か
少
な
く
と
も
三
部
の
『
典
謀
接
』
紗
本

が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
北
山
文
庫
本
(
受
入
番
号
「
八
O
C
L
O
二
九
四
五
」
)
が
も

っ
と
も
自
筆
本
に
近
く
、
他
の
二
本
(
蔵
書
票
「
懐
祁
」
・
「
懐
問
」
)
は
同
一
の
底
本
か

ら
別
に
紗
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
資
料
は
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
四
本
(
六
行
二
ハ
字
)
と
は
版
式
を
異
に
し
て
お
り
、

眉
標
の
省
略
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
自
筆
本
が
塗
抹
し
て
い
る
文
字
も
そ
の
ま
ま
録
し

て
お
り
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
テ
キ
ス
ト
群
に
対
し
て
特
異
な
紗
本
と
い
え
よ
う
。
な
お

新
国
文
庫
に
も
『
典
誤
接
』
が
二
部
(
E
m
、
E
m
)
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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『
中
井
竹
山

一O
O
頁
(
川
)
5 

閑
距
齢
筆
』

(
『
龍
野
目
録
』

和
一
冊
。
左
右
双
辺
一

O
行
二

O
字
紗
本
。
三
木
家
旧
蔵
五
号
。

内
題
「
閑
距
能
筆
」
。
外
題
「
関
距
飴
筆
」
。
三
木
通
深
の
印
記
を
有
す
が
、
紗
者
は

未
詳
。『

閑
距
余
筆
』
と
は
、
祖
徳
の
学
説
に
対
す
る
竹
山
の
反
論
を
ま
と
め
た
も
の
。
竹

山
の
自
序
(
享
和
元
年
)
に
「
目
を
祖
僚
集
に
寓
し
た
る
に
、
則
ち
設
言
妄
説
、
蓋
し

篇
簡
に
溢
る
。
廼
ち
技
療
に
湛
え
ず
、
意
に
触
れ
弁
駁
を
加
う
る
者
、
日
を
積
み
一
冊

子
を
得
」
と
あ
る
。

な
お
懐
抱
堂
文
庫
に
は
、
竹
山
自
筆
本
(
受
入
番
号
二

O
四
六
六
三
」
)
の
ほ
か
、

文
化
七
年
伊
藤
松
園
紗
本
(
受
入
番
号
「
一

O
五
O
九
四
」
)
・
享
和
三
年
紗
本
(
蔵
書
票

「
懐
印
」
)
の
『
閑
距
余
筆
』
も
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
享
和
三
年
抄
本
は
、
自
筆

本
に
見
え
る
訓
点
は
省
略
し
て
い
る
も
の
の
、
自
筆
本
に
も
っ
と
も
忠
実
な
紗
本
で
あ



る
よ
う
に
見
え
る
。

本
資
料
に
は
竹
山
自
筆
本
な
ど
に
見
え
な
い
脱
字
が
あ
り
、
う
ち
一
部
は
伊
藤
松
園

紗
本
に
一
致
す
る
。
本
資
料
は
他
に
も
多
く
の
点
で
伊
藤
紗
本
に
一
致
し
て
お
り
、
訓

点
の
訂
正
や
省
略
も
一
部
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
伊
藤
紗
本
に
き
わ
め
て
近
い
紗
写
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、
新
回
文
庫
に
も
『
閑
距
齢
筆
』
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
(
E
m
)
。

『
輩
庵
先
生
喪
祭
私
説
』

(
『
龍
野
目
録
』

一O
O
頁
(
川
)
6
)

和
一
冊
。
無
界
無
罫
一

O
行
二

O
字
紗
本
。
三
木
家
旧
蔵
六
号
。

内
題
「
聾
庵
先
生
喪
祭
私
説
」
。
外
題
「
喪
祭
私
説
」
。
三
木
通
深
の
印
記
を
有
す
が
、

紗
者
は
未
詳
。

『
喪
祭
私
説
』
に
つ
い
て
は
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
二

O
O
玉
』
玉
頁
の
解
題
を
参

昭…。
懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
『
喪
祭
私
説
』
紗
本
と
し
て
少
な
く
と
も
三
本
が
架
蔵
さ
れ
て

い
る
。
う
ち
「
懐
却
」
抄
本
お
よ
び
「
懐
叩
」
紗
本
(
文
化
五
年
淵
崎
正
理
紗
本
)
は
版

式
が
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
「
懐
却
」
が
原
本
に
近
い
形
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
懐

徳
堂
文
庫
蔵
「
遺
1
1
幻
」
紗
本
(
受
入
番
号
「
一

O
四
六
O
二
」
)
と
本
資
料
と
は
、
版

式
が
類
似
し
、
と
も
に
履
軒
「
服
忌
図
」
を
附
録
す
る
な
ど
、
近
い
関
係
に
あ
る
紗
本

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
本
資
料
は
、
「
遺
1
1
幻
」
紗
本
に
見
え
る
訓
点
を
す
べ
て
省
略

し
て
お
り
、
ま
た
誤
写
(
か
な
り
多
い
)
に
不
審
紙
を
貼
付
し
て
い
る
箇
所
が
散
見
す

る
。
な
お
、
新
田
文
庫
に
も
『
喪
祭
私
説
』
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
(
E
m
)
。

『
中
井
竹
山

東
稽
』

(
『
龍
野
目
録
』

一O
O
頁
(
別
)
7
)

和
一
冊
。
無
界
無
罫
一

O
行
二

O
字
紗
本
。
三
木
家
旧
蔵
七
号
。

内
題
「
東
稽
」
。
外
題
「
東
稽
完
」
。
三
木
通
深
の
印
記
と
「
天
保
十
二
年
辛
丑
十

一
月
廿
九
日
卒
業
/
播
州
霊
山
処
士
越
智
深
公
逢
父
写
/
於
浪
華
懐
徳
書
院
」
の
識
語

を
有
し
、
三
木
通
深
が
懐
徳
堂
に
お
い
て
抄
写
し
た
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
東
稽
』
は
、
東
式
(
手
紙
の
書
式
な
ど
)
に
つ
い
て
竹
山
が
詳
細
に
記
し
た
も
の
。

本
資
料
に
は
、
竹
山
自
筆
本
(
懐
徳
堂
文
庫
受
入
番
号
「
一

O
四
六
五
九
」

1
「一

O
四

六
六
二
」
)
の
注
記
な
ど
を
一
部
省
略
し
て
い
る
箇
所
も
認
め
ら
れ
、
ま
た
越
子
昂
書

を
全
く
略
し
、
巻
四
を
大
幅
に
整
理
し
て
い
る
な
ど
の
相
違
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
自

筆
本
に
対
し
て
忠
実
な
紗
本
と
認
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
自
筆
本
か
ら
直
接
に
紗
写
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
新
国
文
庫
に
も
『
東
稽
』
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
(
E
m
)
。

『
深
衣
図
解
』

(
『
龍
野
目
録
』

一O
O
頁
(
別
)
9
)

和
一
冊
。
序
は
左
右
双
辺
九
行
二

O
字
、
図
な
ど
は
左
右
双
辺
無
罫
。
三
木
家
旧
蔵

九
号
。内

題
「
深
衣
図
解
」
。
外
題
『
深
衣
図
解
全
」
。
旧
蔵
者
を
示
す
印
記
な
ど
は
な
い
。

な
お
『
深
衣
図
解
』
に
つ
い
て
は
「
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ
」
六
五

頁
の
解
題
を
参
照
。

懐
抱
堂
文
庫
蔵
紗
本
(
蔵
書
票
「
懐
η
」
)
よ
り
も
履
軒
自
筆
本
(
受
入
番
号
ご

O
五
O

O
二
」
)
に
近
い
体
裁
を
備
え
る
。
若
干
の
脱
字
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
お
そ
ら

く
自
筆
本
よ
り
紗
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
た
ん
紗
し
た
後
に
同
じ
手
で
校
勘

が
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
比
較
的
丁
寧
に
作
ら
れ
た
紗
本
で
あ
る
。
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『
中
井
竹
山

一O
O
頁
(
川
)
叩
)

糞
陰
略
稿
』

(
『
龍
野
目
録
』

和
一
冊
。
無
界
無
罫
一

O
行
二

O
字
、
序
五
行
八

1
一
O
字
。
三
木
家
旧
蔵
一

O
号。

内
題
「
食
陰
略
稿
」
。
外
題
「
食
陰
略
稿
」
。
巻
末
の
識
語
に
よ
る
と
、
文
化
三
年
冬

に
国
技
士
謙
が
紗
写
し
、
文
政
四
年
に
藤
井
寛
が
購
入
し
、
天
保
七
年
に
三
木
通
深
が

購
入
し
た
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
『
龍
野
と
懐
徳
堂
』
八
四
頁
の
解
説
は
こ
れ
に

疑
問
を
示
す
。



『
実
陰
略
稿
』
に
つ
い
て
は
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
二

O
O
五
』
九
四
頁
の
解
題
を

参
照
。本

資
料
は
懐
徳
堂
文
庫
紗
本
(
「
懐
必
」
)
に
全
く
似
ず
、
む
し
ろ
竹
山
自
筆
本
(
懐

徳
堂
文
庫
受
入
番
号
「
一

O
四
六
五
五
」
)
に
似
る
。
特
に
「
自
序
」
部
分
は
自
筆
本
の
筆

跡
に
よ
く
似
せ
て
あ
り
、
自
筆
本
か
ら
紗
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

な
お
本
資
料
に
は
、
紗
者
自
身
に
よ
る
誤
字
の
訂
正
の
ほ
か
、
別
手
に
よ
る
校
正
も
若

干
施
さ
れ
て
い
る
。

『
竹
山
著
撰
篇
目
』

(
『
龍
野
目
録
』
九
三
頁
(
い
)
2
)

横
帖
一
冊
(
三
丁
)
。

書。

一
九

1
二
O
行
不
定
字
抄
本
。
袋
一
点
を
付
す
。
脇
坂
家
文

内
題
「
竹
山
著
撰
篇
目
」
「
履
軒
著
撰
篇
目
」
。
紗
者
不
明
。

竹
山
の
み
で
は
な
く
、
履
軒
の
編
著
も
含
む
目
録
で
あ
る
。
『
龍
野
目
録
』
の
書
名

は
、
冒
頭
に
記
さ
れ
た
「
竹
山
著
撰
篇
目
」
の
み
に
よ
り
誤
認
し
た
も
の
か
。

全
文
は
下
記
の
通
り
。

竹
山
著
撰
篇
目
/
逸
史
十
三
巻
/
非
徴
/
詩
律
兆
/
東
征
稿
一
巻
/
西
岡
集
全
/

食
陰
集
十
二
巻
/
同
略
稿
一
巻
/
四
書
断
/
二
書
断
/
易
断
/
書
断
/
詩
断
/

礼
断
/
新
題
百
首
一
巻
/
左
伝
比
事
蹄
未
定
稿
三
巻
/
底
稽
四
巻
/

閑
距
蝕
筆
一
巻
/
草
茅
危
言
門
外
不
出
王
巻
/
社
倉
私
議
一
巻
/

食
陰
自
言
未
成
編
/
同
詩
話
口
/
芳
山
紀
行
一
巻
/
続
芳
原
語
全
/

履
軒
著
撰
篇
目
/
逢
原
三
十
三
巻
/
七
経
離
題
二
十
一
巻
/
履
軒
弊
帯
/

通
語
三
巻
/
書
言
門
外
不
出
二
巻
/
履
軒
古
風
三
巻
/
水
哉
子
五
巻
/

履
軒
古
前
一
巻
/
履
軒
古
理
一
巻
/
詰
前
瑚
瑳
全
/
枕
上
雑
題
全
/

連
珠
井
年
表
全
/
年
表
内
外
篇
共
二
巻
/
経
界
図
一
巻
/
数
間
企
/
詰
弁
企
/

深
衣
図
解
全
/
述
龍
篇
全
/
刀
甲
弁
企
/
伝
臨
小
史
全
/
越
坦
弄
気
全
/

華
膏
国
新
暦
全
/
筒
諒
篇
全
/
絶
句
逢
原
全
/
月
下
録
全
/
服
忌
図
一
帖
/

有
間
星
四
巻
/
他
刑
茅
議
門
外
不
出
一
巻
/
老
婆
心
/
均
回
茅
議
全
/

華
膏
国
物
語
全
/
同
歌
合
全
一
巻
/
越
吟
三
巻
/
古
今
二
微
一
巻
/

昔
の
旅
全
/
古
都
多
飛
全
/
百
首
貰
H

全
/
古
文
離
題
全
/
治
水
澗
論
全
/

河
図
累
碁
全
/
戦
国
策
離
題
/
国
語
離
題
/
老
子
離
題
/
荘
子
離
題
/

史
記
離
題
/
漢
書
離
題
/
後
漢
書
離
題
/
華
膏
国
記
一
巻
/

左
久
羅
帖
付
面
縞
二
帖
/
夢
路
草
枕
一
巻

お
そ
ら
く
本
資
料
は
、
龍
野
に
現
存
し
た
図
書
の
目
録
で
は
な
く
、
竹
山
・
履
軒
の

著
作
を
網
羅
し
よ
う
と
し
て
作
成
さ
れ
た
資
料
で
あ
ろ
う
。

『
蔵
書
籍
目
録
』

(
『
龍
野
目
録
』
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一
四
三
頁
(
へ
)
一
八
)

仮
綴
一
冊
。
行
字
数
不
定
紗
本
。

内
題
な
し
。
外
題
「
蔵
書
籍
目
録
」
。

本
目
録
に
つ
い
て
『
龍
野
と
懐
徳
堂
』
八
八
頁
は
「
龍
野
藩
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
書

籍
が
明
治
期
に
引
き
継
が
れ
る
過
程
で
作
成
さ
れ
た
蔵
書
目
録
と
見
ら
れ
る
」
と
す
る
。

し
か
し
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
、
本
目
録
は
龍
野
藩
の
公
的
な
蔵
書
目
録
で
は
な
く
、
小

西
家
に
か
か
わ
る
私
的
な
目
録
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
明
治
以
降
に
刊
行
さ
れ

た
資
料
も
追
記
さ
れ
て
お
り
、
小
西
家
蔵
書
が
龍
野
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
大
正
末
年

ま
で
補
訂
さ
れ
続
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

龍
野
文
庫
の
現
状
に
つ
い
て
は
本
目
録
で
は
な
く
『
龍
野
目
録
』
を
参
照
す
べ
き
で

あ
る
が
、
参
考
の
た
め
、
本
目
録
の
全
文
を
下
に
翻
す
。
た
だ
し
所
在
変
更
に
伴
う
注

記
や
加
筆
訂
正
の
類
(
「
鬼
ニ
入
」
「
箕
ニ
移
ス
」
な
ど
て
蔵
書
点
検
の
際
に
捺
さ
れ

た
確
認
印
な
ど
は
悉
く
略
し
、
ま
た
意
味
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
記
号
(
「
A

」



「，
y
」e

な
ど
)
も
略
し
た
。
な
お
、
所
在
の
変
更
に
よ
っ
て
同
一
資
料
が
重
出
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
の
み
、
古
い
所
在
の
記
事
を
除
い
た
。
さ
ら
に
、
該
当
す
る

干
倍
怯
れ
u
b
b資
料
が
『
龍
野
目
録
』
に
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
、
・
括
弧
内
の
ア
ラ
ビ

ア
数
字
に
て
『
龍
野
目
録
』
の
掲
載
頁
を
示
し
た
(
同
名
資
料
の
存
在
な
ど
に
よ
り
確

定
で
き
な
い
も
の
は
「
仰
い
」
と
す
る
)
。

『
龍
野
と
懐
徳
堂
』
四
二
頁
に
本
目
録
第
二
九
葉
裏
か
ら
第
三

O
葉
表
に
か
け
て
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

蔵
書
籍
目
録

」
表
紙

角

五
経
大
全
内
二
冊
欠

詩
経
蒙
引

五
十

十二
冊冊
(2) (3) 

~ 

八A

図
書
大
全
大
学
或
問
中
庸
或
問
共
論
一
冊
欠

図
書
集
註

論
語
義
疏

二
十
二
冊

ω

六
冊

ω

五
冊

ω

丘

康
照
字
典

四
十
冊

ω

房

」

1
オ

図
書
正
解

図
書
耐
正
小
西
家
ニ
保
存

韓
文
公
論
語
筆
解

二
十
冊

ω

十
冊

一
冊

ω

，心

易
経
集
註

岡

本

義

十
三
冊

二
冊

ω

同
著
秘
事

詩
経
集
註

図
書
白
文
欠
学
庸

大
学
新
疏

尾

書
経
集
註

毛
詩
鄭
筆
標
註

書
伝
輯
録
纂
註

書
説
摘
要

尚
書

礼
記

箕

周
礼

儀
礼

大
戴
礼

爾
雅

論
読
則

三
礼
義
疏

小
学
一
部
小
西
家
ニ
保
存

近
思
録

孝
経
一
部
保
存
ノ
為
小
西
家
ニ
遺
ス

文
選

五
経
後
藤
点

斗

春
秋
左
氏
伝

一
冊

ω

八
冊

ω

ノ、

冊
二
冊

ω

十
冊

九
冊

ω

五
冊

ω

四
冊

ω

六
冊

ω

十
冊

ω

八
冊

ω

五
冊

ω
冊
(2) 

十
一
冊

ω
冊
(2) 

六
冊

ω

二
部
六
冊

ω

四
冊
(6) 

二
部
三
冊
の

八
冊

ω

十

冊

十
五
冊

ω

」

1
ウ

」

2
オ
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」

2
ウ



同
世
系
図

冊
(1) 

同

提

要

同
註
解
弁
誤

同
杜
解
補
正

同

比

事

同

輯

釈

写

史
記

冊
(I) 

冊
(1) 

冊
(I) 

冊
(I) 

一mmω

二
十
五
冊

ω

牛

二

箱通
鑑
内
八
冊
破
損

百
四
十
八
冊

ω

女

荘
子
音
義
一
冊
附

十
冊

ω

列
子
不
見
当

管
子
纂
詰

四
冊

老
子

十
二
冊
的

二
冊

ω

有
子

十
一
冊

m

同
安
井
先
生
説

韓
非
子

揚
子
法
言

鬼
谷
子

一
塁
子

冊
(7) 

十
冊

六
冊

ω
冊
(7) 

五
冊

m

文
中
子
内
一
冊
欠

四
冊

m

准
南
子

六
冊

ω

長
子

五
冊

ω

老
子
概
弁
不
見
当

冊

虚

」

3
オ

」

3
ウ

」

4
オ

日
本
編
年
史

日
本
外
史
端
本
不
足

十
八
史
墨

国
語
不
見
当

日
本
地
理
小
誌
不
見
当

万
園
地
理
小
誌
全

二
十
冊

ω

十
二
冊

七
冊
(4) 

六
冊冊冊

危

大
学
街
義
補
纂
要

蒙
求
中
ノ
巻
欠

名
臣
言
行
録

同
輯
釈

十
七
史
蒙
求

劉
向
説
苑

世
説

日
記
故
事
談
一
冊
欠

三
通
序

呂
氏
春
秋

抱
朴
子

慎
思
録

筆
註
蒙
求
小
西
家
ニ
保
存

冊冊
(?) (2) 

六
冊

ω

四
冊

ω

四
冊

ω

四
冊

ω

十
冊

ω

三
冊

ω
?

四
冊

ω

五
冊
m
?

八
冊
的

六
冊

ω

三
冊

室

説
文
韻
譜

韻
鏡

十
五三一二
冊冊冊冊
(3) (34) (34) (1 2) 

経 同

長思
圭ヨ 乍ヨr
吋 抄

」

4
内ノ
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」

5
オ

」

5
ウ



解
経
秘
蔵

朱
子
行
状

顔
氏
家
訓

通
書

冊冊
(5) (1 5) 

冊
(7) 

一
冊
仰

太
極
図
説

帝
範

臣
軌

文
公
家
礼

伊
洛
淵
源
録

急
就
篇

初
学
知
要

官
職
通
解

官
制

釈
親
考

磨
光
韻
鏡

貞
観
政
要

唐
鑑

竹
書
紀
年

冊
(7) 

冊
(6) 

冊
(6) 

四
冊
(3) 

八二一二 一 三 二 五
冊冊冊冊冊冊冊冊
(5) (3 1) (25) (11) (25) (1 5) (1 2) (5) 

六
冊

ω

二
冊

ω

ー壁

玉
篇

清
三
家
書
論

漢
渓
書
法
通
解

草
書
選

四一五六一七
冊冊冊冊冊冊

(1 4) (1 3) (1 3) (1 3) (1 2) 

草
書
韻
会

百
人
一
首
拾
穂
抄
小
西
家
ニ
保
存

」

6
オ

千
載
和
歌
集
全

自
讃
歌
小
西
家
ニ
保
存

古
状
揃

早
道
子
宝
小
西
家
ニ
保
存

古
今
和
歌
集
小
西
家
ニ
保
存
小
本
一
冊
付

古
今
秘
極
口
訣

蚕
飼
絹
儲

和
歌
組
頭
集

芳
野
山
嵐
山
日
記

洛
陽
名
所
尽

上
覧
角
力
書
留

一冊

ω

一
冊

一
冊
側

一
冊冊冊冊冊冊冊冊冊

(22) (35) 

道
之
記

龍
体
師
百
首

兵
庫
名
所
記

東
遊
記

冠
詞
考
抄

一
冊

一
冊

ω

一
冊
側

一
冊

」

6
ウ

て
に
を
は
細
鏡
小
西
家
ニ
保
存

鹿
島
紀
行

当
流
茶
之
伝
一
冊
欠

習
文
録

年
賀
之
式
小
西
家
ニ
保
存

和
歌
道
作
全

俳
詰
新
五
百
題

東
海
道
木
曽
海
道
道
中
記

日
本
歌
学
全
書
不
見
当

部
二二ー一 一一 一ー ー一 二二ノ、 一一

冊冊冊冊冊冊冊冊
(21) (35) (35) (25) (34) (30) 
ワ

葉

」

7
オ

」

7
ウ
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」

8
オ



日
本
文
典
小
西
家
ニ
保
存

日
本
小
文
典
不
見
当

玉
あ
ら
れ
小
西
家
ニ
残
ス

発
句
古
人
五
百
題
小
西
家
ニ
残
ス

同
五
千
題

書
法
要
言
不
見
当

俳
詰
千
題

詞
葉
線
衣
小
西
家
ニ
保
存

和
歌
ふ
る
の
山
ふ
み
全
端
本

俳
諸
道
橋
一
冊
欠

安
元
公
御
和
歌

徒
然
草
不
見
当

冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊
(47) 

参

靖
献
遺
言

文
章
軌
範
大
本

四
六
葉
書

欧
蘇
手
簡

謝
選
拾
遺

尺
膿
奇
賞

同
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私
記

費
事
日
録

敬
楽
館
創
立
始
末

敬
楽
館
釈
菜
書
留

暦
林
要
略

祖
篠
文
戒

白
河
夜
話

部
一二一三二五二
冊冊冊冊冊冊冊

(44) (44) (44) 
冊冊

」
ロ
オ

」
お
ウ

」
日
オ

平
安
人
物
誌

視
志
小
言

接
抜
要
集

不
問
語

昏
礼
袖
鏡

冊冊
(2 1) 

冊

部

冊冊冊
(25) (48) 
(44) 

34 
ウ

動

伝
信
録

富
士
山
紀
行
近
年
不
見

心
学
手
引
草

今
川
状

孝
子
伝

白
鹿
洞
掲
示

万
吉
伝

冊冊
(26) 

部

冊冊冊冊冊冊
(22) (34) (1 7) 

」
お
オ
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孝
子
善
行
書
附
近
年
欠

金
石
篇

植
木
翁
言
行
録

答
或
問

播
磨
古
跡
考

御
条
目
騰

冊冊
一
冊

一冊小川

一冊川町

一
冊

郡
名

黄
白
問
答

冊冊
(1 5) 

同

後

篇

三
子
孝
状

告
志
篇

富
女
行

部

冊冊冊
(17) (1 7) 
(17) 
ワ

」
お
ウ



-
水
戸
条
令

訓
蒙
字
類

久
世
条
令

子
華
行
状

和
睦
州
小
西
家
ニ
保
存

天
人
一
説

自
己
白
眼

井
上
氏
行
状

幽
蘭
堂
入
門
規
短

息
静
事
状

江
戸
図

同
小
図

不
問
語
重
出

玉
体
千
字
文

諸
家
建
議

商
買
往
来

晋
書
抄

史
記
抄

十
八
ケ
条
解

常
山
紀
談
抜
華

前
訓

悉
曇
字
説

草
嶋
物
語

部部

冊冊冊冊冊冊冊冊
(39) (39) (24) (25) 

葉葉冊冊
(22) 

一
冊

一
冊
側

一
冊
附

一
冊
側

一
冊
的

一
冊

京
廼
水
図
二
枚
付

全
人
論
小
西
家
ニ
保
存

冊冊冊冊冊冊冊
(2 1) (39) (1 0) (17) (35) 

」
部
オ

琉
球
解
語

南
郭
灯
下
書

四
季
法
礼

藤
樹
書
簡
年
譜

築
山
庭
造
伝

洗
菟
録

大
蝦
夷
図

群
芳
譜

同
花
譜
近
年
不
見

小
語

御
碑
銘

桑
諭
三
言

父
師
善
誘
法

弘
道
館
記

菅
像
弁

科
場
録

上
丁
祭
儀

稼
積
説

集
語

阿
安
女
物
語

讃
行
雑
記

和
漢
名
数

部
離
子
近
年
不
見

藩
誌
撮
要

龍
野
誌

一
冊

ω

一
冊
附

一
冊

ω

一
冊
側

一
冊冊冊枚冊

(28) (39) 
冊冊

一
冊

一
冊

ω

一
冊

」
お
ウ

冊冊冊冊冊
(39) (1 7) f寺

冊

二
部
二
冊

一
冊

ω

一
冊

一
冊
側

一
冊
側

」
訂
オ

」
幻
ウ
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」
犯
オ



御
系
譜

脇
坂
家
譜
小
西
家

蝿
龍
記

讃
州
道
之
記

白
石
真
像

太
宰
独
語
抄

干
禄
字
書

烈
祖
垂
統
篇
二
部

草
木
育
穂

消
息
往
来

千
字
文
飾
師
不
見

風
流
巷
之
噂

賜
第
之
図

冊冊冊冊
(40) 

枚

一
冊
写
本

冊冊冊冊冊
(29) (4 1) (1 2) 。

枚冊冊

円
明
流
兵
法

藩
翰
譜
抜
奉

御
系
図
逸
話

信
州
飯
田
分
限
帳

水
戸
史
館
珍
書
考

密
書

安
元
公
乃
歌

冊冊冊冊冊冊冊
(1 5) (40) (4 1) 

寧

朱
子
家
訓

息
軒
遺
稿

読
書
余
適
睡
余
漫
稿

達
軒
詠
古
詩
抄

二一四三
冊冊冊冊

(34) (34) (1 7) 

」
犯
ウ

鏡
歌
余
響

古
桐
余
響
集

懐
徳
堂
五
種

懐
徳
堂
展
覧
会
目
録

蘭
洲
先
生
朝
顔
ノ
調

冊冊冊冊
(34) (49) 

葉

」
却
オ

詩
室

才
人
雅
遊
一
覧

楽
府
古
題
要
解

播
磨
鏡
小
西
家
ニ
保
存

赤
松
盛
衰
記

播
磨
国
古
城
記

竹
田
城

詔
ノ
革
由
来

淡
路
の
し
ら
玉
小
西
家
ニ
保
存

安
親
公
安
董
公
御
子
様
方
全

古
今
見
聞
集
抄

皇
国
州
名
歌

貞
丈
雑
記
抄

漬
物
方
小
西
家
ニ
保
存

某
与
熊
谷
氏
書
翰

続
一
年
有
手

折
腰
録

冊冊冊
(48) 

冊冊冊冊
(1 3) 

二
冊

一
冊

ω

一
冊
側

一
冊
側

一
冊

一
冊

一
冊

ω

一
冊冊冊

」
ぬ
ウ

冊

景
行
録

秋
興
雑
昧

観
月
集

冊 冊
(47) (11) 

」
羽
オ
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」
却
ウ



庚
子
消
夏
記
碑
帖
孜

詩
経
備
忘
録

雪
募
集

後
藤
林
学
士
講
話
筆
記

柴
原
知
事
演
説
筆
記

講
和
条
約
ノ
価
値

自
家
用
神
拝
祝
調
集

鴎
夢
新
誌

活
花
四
芳
香

生
花
独
口
口
口

中
等
漢
文
読
本

難
波
軍
記

別
辞
老
抄

古
言
梯

冊冊冊冊
(39) 

」
位
オ

冊冊冊冊冊
四
冊

一十一
冊冊冊

(24) 
冊
(3 1l 

」

H
U

ウ

綱

鑑

二

十

冊

左
伝
輯
釈
息
軒
著
自
一
至
五
五
冊
欠
巻
六
以
下
十
六
冊

ω

」
位
オ

本
目
録
に
は
、
後
次
的
な
本
文
の
追
加
(
第
二
十
九
葉
以
下
)
や
整
理
が
加
え
ら
れ
た

も
の
と
見
え
、
改
装
時
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
乱
丁
も
数
カ
所
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
第
二
葉
の
後
に
は
本
来
第
五
葉
が
接
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
た
と
え
ば
第
十

七
葉
末
尾
と
第
十
八
葉
冒
頭
な
ど
も
内
容
上
接
続
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
、

第
四
十
二
葉
『
別
辞
老
抄
』
に
「
壁
ヨ
リ
移
ス
」
と
あ
る
が
「
壁
」
や
他
の
箇
所
に
『
別

辞
老
抄
』
は
見
え
ず
、
落
丁
が
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
得
ょ
う
。

本
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の
う
ち
大
部
分
は
、
大
正
十
五
年
に
「
小
西
文
庫
」

と
し
て
龍
野
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
龍
野
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
目
録

に
見
え
龍
野
文
庫
に
現
存
し
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
「
小
西
家
ニ
保
存
」
な
ど
の
理
由

で
そ
も
そ
も
龍
野
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
っ
た
ん
同

館
へ
受
入
さ
れ
た
後
に
失
わ
れ
た
資
料
も
認
め
ら
れ
る
(
た
と
え
ば
幻
ウ
『
四
茅
議
』
や

ロ
ウ
『
喰
叢
』
は
、
昭
和
十
年
代
ま
で
に
同
館
か
ら
流
出
し
た
資
料
で
あ
る
)
。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
目
録
は
、
小
西
家
旧
蔵
書
の
状
況
や
そ
の
後
の
所
在
情
報
な
ど
も

伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
て
、
龍
野
文
庫
の
研
究
に
際
し
て
は
、
『
龍
野
目
録
』
と

と
も
に
、
ま
ず
参
照
す
べ
き
文
献
と
言
・
え
よ
う
。

『
春
秋
左
伝
校
本
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁
(
1
)
1
)

和
一
五
冊
。
刊
年
未
詳
の
須
原
屋
刊
本
。

内
題
「
春
秋
左
伝
校
本
」
。
外
題
「
再
刻
春
秋
左
伝
校
本
」
。

蔵
書
票
に
は
「
委
托
図
書
/
元
龍
野
中
学
校
図
書
/
揖
東
郡
第
二
号
四
/
第
十
五
函

第
二
架
第
二
回
/
龍
野
高
等
小
学
校
修
養
会
」
と
あ
り
、
ま
た
印
記
「
兵
庫
県
揖
保
郡

教
育
会
」
「
揖
東
揖
西
宍
粟
佐
用
赤
穂
玉
郡
共
有
物
之
印
」
な
ど
を
有
す
る
の
で
、
出

所
は
お
そ
ら
く
「
揖
保
郡
教
育
会
」
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
『
龍
野
目
録
』
が
「
小
西

文
庫
」
と
す
る
の
は
下
記
の
中
江
久
四
郎
等
刊
本
と
混
同
し
た
も
の
か
。

書
込
の
類
は
認
め
ら
れ
な
い
。
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『
春
秋
左
氏
伝
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁
(
1
)
2
)

和
一
五
冊
。
『
龍
野
目
録
』
は
刊
記
に
従
い
「
安
永
六
年
」
刊
本
と
す
る
が
、
天
明

以
降
の
修
刊
本
。

内
題
「
春
秋
左
伝
」
。
外
題
「
春
秋
左
氏
伝
再
刻
」
。

『
龍
野
目
録
』
は
出
所
を
「
郡
教
育
会
」
と
す
る
が
、
揖
保
郡
教
育
会
の
印
記
な
ど

は
認
め
ら
れ
ず
、
蔵
書
票
や
受
入
印
の
類
も
認
め
ら
れ
な
い
。



わ
ず
か
な
書
込
と
、
近
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
立
花
」
「
三
河
」
の
印
記
を
有
す
。

『
春
秋
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
3
)

和
一
冊
。
刊
年
未
詳
。

内
題
「
春
秋
」
。
外
題
「
校
正
音
注
春
秋
再
刻
改
点
完
」
。

蔵
書
票
に
よ
る
と
、
大
正
四
年
に
川
道
雅
彦
氏
よ
り
龍
野
尋
常
高
等
小
学
校
へ
寄
贈

さ
れ
た
一
一
冊
の
う
ち
一
冊
。

『
春
秋
左
伝
評
林
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
4
)

和
一
五
冊
。
寛
政
五
年
松
村
九
兵
衛
等
刊
本
。

内
題
「
春
秋
評
林
」
「
音
註
全
文
春
秋
括
例
始
末
左
伝
句
読
直
解
」
。
外
題
「
春
秋
左

氏
伝
評
林
林
註
」
。

蔵
書
票
に
よ
る
と
、
大
正
四
年
に
渡
辺
芳
之
輔
氏
よ
り
龍
野
尋
常
高
等
小
学
校
へ
寄

贈
さ
れ
た
も
の
。
「
多
国
氏
」
な
ど
の
旧
蔵
印
と
わ
ず
か
な
書
込
を
有
す
。

『
春
秋
全
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
5 

和
一
冊
。
揖
保
郡
教
育
会
旧
蔵
。

内
題
「
春
秋
」
。
外
題
「
改
正
音
訓
春
秋
再
刻
後
藤
点
完
」
。

上
掲
の
川
道
雅
彦
氏
寄
贈
本
と
並
び
、
も
っ
と
も
あ
り
ふ
れ
た
単
経
和
刻
本
で
あ
る
。

『
春
秋
左
伝
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
7
)

和
一
五
冊
。
「
宝
暦
王
乙
亥
正
月
之
吉
」
刊
記
を
有
す
中
江
久
四
郎
等
刊
本
。
小
西

文
庫
。内

題
「
春
秋
左
伝
」
。
外
題
「
春
秋
左
氏
伝
」
。

本
資
料
の
欄
外
な
ど
に
は
諸
家
の
説
が
詳
細
に
書
込
ま
れ
て
お
り
、
う
ち
大
部
分
は

「
履
軒
目
」
「
離
題
日
」
「
離
云
」
な
ど
と
し
て
『
左
伝
離
題
略
』
説
を
転
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
「
仙
波
日
」
と
し
て
『
蕉
園
首
書
左
伝
』
(
自
筆
本
は
懐
徳
堂
文
庫

蔵
)
に
見
え
る
説
も
書
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
蕉
園
説
の
懐
徳
堂
外
へ
の
流
布
と
い

う
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
。

『
春
秋
提
要
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
8
)

和
一
冊
。
無
界
無
罫
一

O
行
二
一
字
紗
本
。
小
西
文
庫
。

内
題
「
春
秋
提
要
」
。
外
題
「
春
秋
提
要
全
」
。
末
尾
に

旬
業
終
小
西
敦
書
」
の
識
語
が
あ
る
。

「
寛
政
八
年
丙
辰
季
夏
上

『
左
伝
比
事
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
9
)

和
一
冊
。
小
西
文
庫
。

内
題
・
外
題
と
も
「
左
伝
比
事
」
。

無
刊
記
の
小
刊
本
で
あ
り
、
書
込
な
ど
も
認
め
ら
れ
な
い
。
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『
左
伝
社
解
補
正
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
叩
)

和
一
冊
。
四
周
単
辺
一

O
行
二

O
字
紗
本
。
小
西
文
庫
。

内
題
「
左
伝
杜
解
補
正
」
。
外
題
「
左
伝
杜
解
補
正
単
」
。

末
尾
に
「
工
部
都
水
司
郎
中
臨
川
李
一
来
綬
刊
」
と
あ
り
、
写
刊
本
と
思
わ
れ
る
。

『
春
秋
注
解
耕
談
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
け
)

仮
綴
一
冊
。
無
界
無
罫
一

O
行
二

O
字
抄
本
。
小
西
文
庫
。

内
題
「
春
秋
左
伝
註
解
排
誤
」
。
外
題
「
左
伝
注
解
排
誤
」
。



末
尾
に
「
排
誤
補
遺
」
を
付
す
。

『
春
秋
世
系
図
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁

(
1
)
但
)

和
一
冊
。
無
界
無
罫
一

O
行
不
定
字
紗
本
。
小
西
文
庫
。

内
題
な
し
。
外
題
「
左
伝
世
系
図
」
。

『
春
秋
輯
釈
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁
(
1
)

口
)

和
二
ハ
冊
。
『
龍
野
目
録
』
は
紗
本
と
す
る
が
、
和
泉
屋
吉
兵
衛
等
刊
本
。
小
西
文

庫。
内
題
・
外
題
と
も
「
左
伝
輯
釈
」
。

わ
ず
か
な
校
記
の
書
込
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
『
龍
野
目
録
』
は
「
巻
六

1
二
ご

と
す
る
が
、
実
際
に
は
巻
七
か
ら
巻
二
五
ま
で
の
端
本
。

『
春
秋
左
氏
伝
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
頁
(
1
)
刊
)

和
一
五
冊
。
鈴
木
常
松
(
積
善
館
)
刊
本
。

内
題
・
外
題
と
も
「
春
秋
左
氏
伝
校
本
」
。
『
龍
野
目
録
』
は
「
三
河
喜
久
治
」
か
ら

の
寄
贈
と
す
る
。

『
龍
野
目
録
』
は
「
巻
不
揃
」
「
安
永
六
年
」
と
す
る
が
、
実
際
に
は
全
三
十
巻
の

揃
本
で
、
明
治
十
八
年
刊
本
を
再
版
し
た
明
治
二
十
五
年
刊
本
。

『
春
秋
佐
子
伝
』

(
『
龍
野
目
録
』
ニ
頁

(
1
)
問
)

和
一
五
冊
。
「
安
永
六
年
丁
酉
三
月
新
刻
」

江
久
四
郎
等
刊
本
。

の
刊
記
を
有
す
る
越
後
屋
清
太
郎
・
中

内
題
「
春
秋
左
伝
」
。
外
題
「
春
秋
左
氏
伝
」
。

郡
教
育
会
な
ど
の
印
記
の
他
に
「
明
倫
堂
蔵
書
」
印
記
を
有
す
。
ま
た
後
半
の
数
冊

に
「
盛
田
」
の
打
書
が
認
め
ら
れ
る
。
表
紙
・
本
紙
と
も
甚
ツ
カ
レ
。

全
体
に
わ
た
り
詳
細
な
書
込
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
孔
疏
の
転
記
が
多
い
。

『
佐
伝
輯
釈
』

(
『
龍
野
目
録
』
ニ
頁

{
1
)
川
)

和
一
冊
。
無
界
無
罫
一

O
行
二

O
字
紗
本
。
小
西
文
庫
。

内
題
・
外
題
と
も
「
左
伝
輯
釈
」
。

巻
八
よ
り
巻
十
ま
で
の
端
本
(
昭
公
六
年

1
哀
公
二
十
七
年
)
。
欄
外
な
ど
に
か
な

り
詳
細
な
校
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。

『
春
秋
左
傍
白
文
』

(
『
龍
野
目
録
』

一
九
三
頁
(
刊
)
叩
)

和
一
冊
(
合
綴
本
)
。
四
周
単
辺
一
三
行
三
二
字
排
印
本
。
芦
野
ま
つ
の
資
料
。

内
題
「
春
秋
左
伝
」
。
外
題
「
春
秋
左
伝
白
文
」
。
刊
記
頁
を
欠
く
が
、
民
国
期
に

お
そ
ら
く
商
務
印
書
館
が
出
版
し
た
新
渡
本
。

万
年
筆
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
書
込
が
信
公
の
半
ば
ま
で
施
さ
れ
て
い
る
。
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セ
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タ
ー
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員
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